
土佐清水市立清水中学校

　教職員の願い

・目標を持ち、意欲的に学校生活を送れる生徒
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・土佐清水市の地場産業（品）を価値づけたり発
信したりしている場や観光地を見聞・体験、比較
することによって、土佐清水市の魅力や課題を
再発見する。
・土佐清水市のあらゆる産業の基盤となってい
る豊かな自然の成り立ちや恵みにふれるととも
に、自然とのかかわり方を考えていく。

単元　３　（40時間）
広めよう！清水の力～清水の魅力～
〇修学旅行でのインタビュー
１年生でのキャリアチャレンジデーで知った地場
産業のつながりが実際に生かされているアンテ
ナショップを訪問し、地場産品への評価を伺うこ
とを通して、清水の魅力を確認して、次の単元に
生かす。
〇職場体験
実際の地元の職場を体験し、発信することを通
して自分のキャリア形成について考える。
〇ジョン万タイム

単元　４（30時間）
つなげよう！清水の力～清水の団結力～
〇ツバキ保全活動
足摺岬のヤブツバキの保全活動を学び、また、
ツバキやタケの活用現場を知ることにより土佐
清水ならではの特産品を考え商品開発に取り組
む。
〇防災学習　「共助」や「避難所運営」を考える
本校が避難所になることを想定し、インクルーシ
ブな避難所運営ができるよう考える。

第３学年

世界とつながる自分になろう

・土佐清水市の30年後を見据えて、理想の地域
づくりを考えよう。
・郷土や郷土の人との出会いを通して学んだこ
とを日本や世界の課題と結び付け、自分の生き
方につなげていこう。

単元　５（40時間）
高めよう！清水の力～清水の自治力～
〇防災学習
「公助」や「災害時に自分たちにできること」を考
え、市民に対する働きかけや市中高生みらい会
議への提言を行う。
〇ジョン万タイム

単元　６（30時間）
羽ばたこう！世界へ～ジョン万スピリッツ～
〇ジョン万スピリッツと私たち（ジョン万志作文）
〇ジョン万タイム

単元　１（30時間）
見つけよう！清水の力～清水の潜在能力～
〇仲間や仲間の小学校区を知ろう
各校区の自然を体験するフィールドワークを行
い、郷土としての清水を語れるようにする。
〇ジョン万タイム

単元　２　（20時間）
磨こう！清水の力～清水のブランド力～
〇ジョン万タイム
〇キャリアチャレンジデー
清水の一次産業から六次産業の事業所を招き、
仕事内容を語っていただくことを通して、産業同
士のつながりや、自分と社会のつながりを知り、
自分の生き方を考えるきっかけとする。

・各小学校区だけでなく、郷土としての土佐清水
市を語れる（＝発信できる）ように、清水の自然
や文化・産業の歴史と現状について知ろう。
・地域で働き、地場産業や地域の振興のために
どんな活動や仕事をしているのかを知り、清水
の良さをどう発信していくかを考える。

清水を語れる自分になろう

1　自ら課題を見つける意欲を向上させるため、身近な地域の課題について考
えさせ、　さまざまな体験や探究活動を通してさらなる「問い」を持つ生徒を育
てる。

２　失敗を恐れず、粘り強く課題解決に取り組む過程を大切にすることで、主
体的・創造的・協働的態度を育てる。

３　各教科、道徳及び特別活動で身につけた知識や技能を相互に関連づけ、
総合的な学習の時間や日常生活において生かし、自分の生き方や社会のあり
かたについて考える資質や能力及び態度を育てる。

総合的な学習の時間　全体計画　（案）

第１学年 第２学年

清水のために行動できる自分になろう

④地域貢献力
さまざまな活動を通して他
者の良さを知り、異なる意
見や他者の考えを尊重す
る。

仲間や外部の方とふれあ
い、他者とよりよい人間関
係を築く。

互いの特徴を生かし、協
働して課題を解決する。

地域や社会の課題を「自
分事」としてとらえ、提言
や行動ができる。

Ⅲ
　他者や社会と
の関わりに関

すること

①他者理解力

小学校との総合的な学習の内容の連携

指導方法
・教科や特別活動（学級活動・行事）や道徳との関連を意識した内容の工夫
・生徒の自己肯定感を高める指導
・生徒自身の主体的な行動を促す指導　・図書資料活用やNIE

指導体制
・各学年部内および学年部間の連携　　　　・各担当者間の連携
・外部講師との連携

学習の評価

・ポートフォリオを活用した個人内評価　　・観点に応じた評価規準の設定
・アンケートによる取り組みの振り返りと、次年度に向けた計画の工夫
・他者、媒体への発信による外部評価

②コミニュケーション力 ③協働する力

④実践力
探究の過程を通して自分
が取りくんでいることの良
さに気づき、自己有用感を
持つ。

自分の好きなことやしたい
こと、強みや弱みを自覚し
ている。

夢や願いの実現に向け
て、実社会での生活を描
きながら行動している。

地域と自分の関わりにつ
いて考え、行動している。Ⅱ

自分自身に関
すること

①自己有用感 ②自己理解力 ③将来設計力

②情報収集力 ③整理・分析力 ④まとめ・表現力
地域や日々の学習体験か
ら適切に課題を設定す
る。

課題解決に向けて目的に合
わせて手段を考え、効率的に
収集している。

課題解決に向けて情報を多
角的・多面的に整理・分析
し、論理的に考察する。

相手や目的、意図に応じて効
果的な表現のしかたを工夫し
伝える。

総合的な学習の時間テーマ
Think globaｌｌy ,Act localｌy～ふるさとと世界を結ぼう～

学習指導要領
横断的・総合的な学習や探究的な学習を通し
て、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質
や能力を育成するとともに、学び方やものの考
え方を見に付け、問題の解決や探究活動に主
体的、創造的、協同的に取り組む態度を育
て、自己の生き方を考えることができるように
する。

生徒の実態
学校生活に落ち着いてき、集団としての規範
意識も育ってきた。「人のために何かをしたい」
と考える生徒も増えている。しかし学習習慣が
定着していない生徒も多く、学力は二極化傾
向がある。

学校教育目標

一人ひとりを伸ばし、集団を高める

本校の総合的な学習の時間の目標 地域の実態
・魚業が盛んな町であったが、漁獲高減少・少
子化の影響もあり、人口減となってきている。
・現在町おこしに頑張って取り組んでいる。

　郷土に生きる人・自然・文化・産業との出会いを通して
自分の生き方を考える。

本校の総合的な学習の時間の重点目標

保護者の願い
・学力保障、進路保障に向けての充実した授
業
・安心して過ごせる学校

　目指す生徒像
・自ら学ぶ意欲や主体的に学ぶ力を
身　　につけた生徒
・未来への夢や目標を抱き、自らその
実現に努めることができる生徒
・お互いの人権を尊重しあえる生徒
・明るく豊かな情操を身に付けた生徒
・社会生活上のルールを守ることが
できる意思と実践力を身に付けた生
徒

地域・家庭との連携

育てようとする資質や能力及び態度

Ⅰ
学習方法に関

すること

①課題設定力



　　
　　

総合的な学習の時間　全体計画　（案）


